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寒
階
級
に
自
诒
虫
_

M
现
0
:谱
及
に
つ
ど
め
"
义

Weidig, 

B

fr.;chller

等
は
へ

ッ
ス
地
方
に
於
ぃ
て
手
工
業
者
、，
農
民
の
煽
勅
に
從
事
し
て
後
日
の
禅
起
|:
備
え
た
8)

。
斯
の
如
く
、
彼
等
少
數
の 

急
進
^

手
は
秘
密
裡
に
相
提
携
し
て
依
然
反
抗
を
紹
对
た
々
‘
被
筹
拟
韉
て
、.
'
:ク
ラ
シ
ク
フ
,
ト

に

於

.い

て

聯

邦

議

會

の

邏

を

企

S

I

〕

。I

八i
l
l
s

四

月

音

フ

ー

フ

ト

聽

事
管

-
J
V

知
f

 

f

の
即
ち
之
で
ぁ

る

險

鑒

領

釉

に

はJ
a
k
o
b

 

v

e

s

t 

K
a
r
l

.
 

s
c
h
l
e
r
.

 

c

l
 -等
で
ぁ
つ
代
。
議

3

發
に
先
ち
て
未
然
，;

宵 

嫌
の
知
名
#

、J

f
、
求

だ

計

嗔

«
手
せ
ず
.を

無

殘

に

も

歲

し

て

し

ま

？

72
。
,:
:
‘ \ 

’ •

;

.

f
nL
兩
雜
件
後
政
袍
當
局
找
，

一

八
芸
ニ
年
七
月
.ー
一
十
日
、

聯

邦

中
_

_

員
'_畧

^

這
般
の
事
件 

に
連
坐
せ
る
自
ri
l
虫
義
者
達
，

Q

政
治
的
犯
部
を
徹
底
的
：{:
剔
游
就
彈
す
る
事
ミ
な
つ
.た
。
其
結
.果
未
會
有
の
迫
辔
の 

時
代
植
來
た
.
.約>

千
八
百
名
.の
•被
告
が
檢
擧
せ
も
れ
或
者
は
追
傲
せ
も
れ
、•
或
者
は
投
1
の
厄
に
遭
つ
た
。
之
ょ 

4

や
自
I

着

達

は

，
费

此

2

:

1
嫌
.期
.

、

多

ぐ

は

，
：
雛

を

避

け

」

5

.

^

殊̂

に

s

t

l

l

’ 

f
l
s
r

z
u
i
,
,

 B
e
r
n

 

:

管

亡

命

し

、
斯
く
し
て
亡
命
者
の
：細
に
、
自
然
、
新
な
る
舞
進
的
結
社
が
雜
せ
ら
る
る 

に
到
つ
た
の
で
あ
るV

•

(11) 

ibid. p. 

265 .266 . 

. 

. 

.\

.〕

..

(

三)
H
e
m
m
h

 s
c
h
l
v
s
r
d
e
i
e
n

 

n

f

 

in der s
c
r
i
z

 

g
d 

die 

c
l 

&

U

I
 

A
r
b
e
i
t
i
v
v
e
l

 

1?
し.
| 

.

.

.i 
公 9- S

'
I
7
:
:

 

. 

, 

: 
.

■■
,
 

t 

し

(

四)

、
p
. 

0
.
5 

s. 

1

7
-so
v 

*
.

'

:

:-
t

r

’.. 

' 

い

:

:i:
i

.•

,
,
.:
M

'
-

:;
:
.
.

.

.
f

バ
1ン
ッ
ニ
祝
祭
事
件
並
に
.I

 

.
ン
ク

フ
T

陰

馨

伴

：s

跌
し
、
鴻
圖
S

く
，
天

翼

鄕

に

：
®

f

 

避
け
し
，
是

篇

逸

S

.
者
の
；で
群
S

は
實
：£

第
二
十
卷

(

七八
_1:0 

0

.

:s

、魏

な

1



第IT

十
#

(

七
<

5

:唐
靈
首
前
史
.

2獅 

第

六

號

i
一一
 

常
時
恰
^
歐
‘羅

巴

蒗

命

の

：生

都

た

名

の

觀

ぁ

々

'1
3
巴

电
^
於

い

て

、
：
.
.是

等

小

ブ

^
.
ジ
‘
ョ

ッ

的

共

和
，主
義
者
®
は

、

可 

成
^
修
達
せ
し
プ
„

タ
：̂

ぁ
が
；旣
は
ブ
グ
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
並
に
王
政
に
對
し
て
意
識
的
對
立
を
な
せ
る
を
發
；̂
し
、 

且
'つ
.又

彼

等

ば

當

地
|;
於
い
.て
、
政
治
的
自
由
"
«#
利
の
平
等
_

義
如
何
を
敵
_
す
可
ざ
機
會
を
兒
出
し
§

で 

$
.
た
2
い
。即
ち
幾
何
も
無
く
，
是
等
亡
命
者
の
間
に
、V\ 
£
|
の
||
輯
せ
.|>
',, T

r
i
b
S
a
e

，
紙
：並
に
沿

f

u
Q.
ず
 

の

主

幹

せ-6
ごW

e
s
t
b
o
t
e
n

と

紙

の

勸

請

に.侬

て

：、

『

出

版

同

盟

』
」

，
！
^

|

<

^
3*
_

が
設
立
.せ
ら
I
た
0

0。
茆

し

て 

其
目
的
ど
す
る
所
は
合
法
的
方
法
に
依
て
ノ
獨
逸
を
改
造
じ
七
"
民
主
的
憲
法
を
有
す
る
統1

的
國
家
を
形
成
せ
ん 

V」

す
る
に
*

つ

た

其

後

該
lr
?

盟
は『

獨
逸
國
民
同
盟』

，
v 

D
e
u
t
s
c
h
e
n

 

VolksVerefn 

= V」

改
稱
し

、

約
百
名
の
會
員
. 

を
擁
し
：た
が
、
辉
に
佛
蘭
西
の
主
都
巴
盥
に
滅
浪
し
來
れ
る
多
數
の
獨
逸
勞
饊
者
が
之
汶
加
入
す
る
に
到
つ
た
。
此 

同
盟
.
.の
#
議
で
論
議
せ
ら
れ
し
話
題
は
就
中
獨
逸
の
統
一
ミ
自
由
.主
義
的
制
度
に
關
し
て
で
ぁ
つ
て
、
未
だ
尙
ほ
共 

I
主
義
^
理
論
は
儉
議
'せ

ら

れ

'«
か
つ
た
の
で
ぁ
る
が(

三)

併
し
漠
然
乍
も
階
級
對
立
を
意
識
し
て
居
た
事
は
一
八 

三
ー
ニ
年
サ
ー
月
、

及

び
-~
*
八
コ
有
年一

月
の
該
■

'W
S
兩
度
の
：宣
替
：眷
の
^
に
、

有

澈

者

：に

依

る

勞
^

/1
L

»
.m
:L
>
且
.つ
；此

對

泣0
撤
廢
衆
要
求
せ
し
嘯
實
に
徽
ん
て
名
明
か
で
ぁ
る
。

;

1
.
:-/
\
ニ
ニ
四
席&

^
、
炎
郝
虫
扇
七
猶
寧
せ
ゐ
結
樣
又
權
顧
社
^

;

!

^
 

s
o
c

s:t6 

d
e
s

 

D
r
o
i
t
s

 

d
e

 

r
h
o
r
i
l
m
e

で
が
同 

年
三
月
に
制
宠
せ
ら
办
し
秘
密
結
社
截
止
法
に
反
抗
し
^
.，
突
如
、
.ッ
ョ
ン
及
び
巴
退
に
蜂
起
し
た
が
、
' 1,

方
に
於 

い
て
ザ
其
酋
領
武
器
、
弾
藥
、
.計
#

を
缺
き
-

他
方
に
.衆
い^

;

旣
に
.中
镟
堦
級
の
：援
助
'を
喪
ひ
し
な
め
、
失
敗
に 

歸
ル
、.，
粼

な

ぐ

政

府

の

鎭
«

す
.：
る

所V
J

«

6

«て
：
該

結

、
社

；
は

.鑛

肢

し

‘
て

し

ま

ク

 

炎

府

は

前

敝 

を

戒

し

め--
T
•同

年

九

月

結

社

禁
:-
±
法
そ
制
^

し
て
魂
' »
生
義
.運
動
の
被
足
を
斷
っ
た
。
而
し
て
愛
に『

i^
m
w

JS
ほ

_

も
亦
之
£

?

受
け
、

1

1

.

 

之
を

"

^

”

餘

西

人

|

の
み
|

亦

證

_

|

_

も
亦
愛
親
密
結
社
の
形
式
|

爲

r
ri
土 

八
三
四
年『

靠

麗

同

■

解
體
す
る
や
"
直
ち
I

年

之

猎

'て
"

1
1

秘
_
 

次
■

て
I

員
I

I

囊

に

織

せ

'し

蒙

I

國
I

粵

V

此
秘
f

社

こ

そ

は

i

に『

共

產

產

.同
s

f

ぎ

み

e

d

l

l

s

l

l

e
 

I

f

 

各

義

人

同

學

I

體
I

I

者
同
p

 s
j
a
e
s

 

I

f

 

I

I

 

r
 

B
a
l

で
ぁ
つ
な
。
而
卜
て『

L

w

同

校

,

國

齎

I

公
開
的
f

の
f

 

t

lじ
て
、
全
く
秘
密
I

の
性
f

 

f

f

 

y

h

似

せ

命

.

f
脱』

窗

的

善

し

所

は

『

I

刷
の
解
放
及
S

活
並
に
i

響

、
市
I

I

の
S

表

5 H
J
3せ
ら
I

る
諸
原
則
S

P

に
存
|

面
.I

.
綱
領
は
フ
ラ
ン
_ス
の
人
I

 S
O
I

 

des 

I

 de

 

i

i
の
#
爾
-

VJ

•著

じ

く

類

似

せ

し

も

の

で

ぁ

.
ひ

た

e
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
.

(

四〕

:0
:

:I
J
>
. 

' 

/
V 

I 

• 

•

I

f
 罢
 

s

f

 委
負 

f

 し 

p
>:
.

B

I

6

;

f

 

d
 

が
在 

\
 
之 

I

f

 

I

n

l

l

^

3

^

,
 

-

I

,
 

I

, 

B
e
r

气

が

め

.ら
、

§
r
s
m
m
^
.
.
-
i
,
^
%
s
s
r

歹

に

I

s

,
 

c

i

e

%

>

k

.

呼
ば
れ
る
も
の
.
s

つ
.た
り
其
組
織
に
於
け
る
上
|

§

の
關
係
は
極 

第tl

十

卷

S
A
0 
.
 

_

窳
蛰
f

f

1
_



:

第
.ニ
十
卷
' 

(

七
八
阻)

弗

暴

蜜

貫

終^;
^

.
ぐ 

第
六
故 

九
四 

吟
で
嚴
格
な
も
の
で
ぁ
つ
.て

.>

.
1
.
糊
の
敎
政
，主
義
的
組
.織
7

」

«

る
可
刍
も
の
で
ぁ
0;
た(

五)
)

丨

::

、
同
盟
加
入
.の
字
纘
の
如
さ
極
成
で
嚴
格
な
も
の
で
裝
加
本
に
#
し

て

は

次

の

如

さ

事

を

宣

誓

，し

な

け

れ

^
な
.
G
な
. 

か
つ
た
。
即
ち
0
く

『

私
«'
、
.私
の
名
擧
に
»
け
て
、
本
^
做
*:
立
に
»]
す
る
秘
密
を
嚴
守

^
5
*其

|«
邁
«'
る
晦
的 

吼
た
め
.に
.忠
實
、
.
»蛾
の
.熱
情
を
修
主
ざ
る
#
を
誓
約
す』

く
し

-°又
該
同
盟
の
規
約
片
は
次
の
如
き

0
が
表
明
せ
ら 

れ
て
ゐ
る
0〜

碁
陳
趿
办
邀
切
者
«.
:
窕
刑
に
處
ず』

(

六
，

：
靠
 

.

.'
_

^
概
之
該
同
盟
の
組
.織
於
划
何
は
嚴
格
な
も
0.
で
ぁ
っ
た
か
は
充
分
之
を
；察
知
す
る
事
が
出
來
る
。
 

1
該
湖
盟
成
立
後
"
'間
も
無
<
巴
里
£

*
住
ぜ
を
約
ニ
百
名
の
.獨
逸
^

^
者

：
：が

之

：じ

 

是
等
の
勞
動
考
は 

纏
で
*

國
に
.歸
阈
0!
後
、
過
澈
;̂
る
厭
理
教
爭
エ
.業
者
の
間
辟
宣
布
す
6:
事
に
努
め
U

結
*
、Berlin,: B

r
e
m
e
n
,

 

K

除
 Q

v
e
r
,
:
M
f

 

f,

證

n̂
F
r
a
n
k
f
a
r
t

v':
L
e
f
^

 

ご L
a
g
e
r

 
こ
-或
■
„

.M.

.
l
t
e 
く 

が
乾
置
'せ
.ら
る

'な
事
に(

0

つ
た
0
:
0
: 'ミ 

■

ぺ 

'固
&

?
本
同
盟
0

目
的
ば
«

に
引
用
^ '
(.
目

的

：に

徵

し
1 ?

明
'か
な
有
が
如
ぐ
ハ
：̂

治
的
專
制
の
廢
止
に
存
し
た
の 

で
.ぁ
备
が
.'
>
洗

前

身
た
義
猶
逸
_

段
同
盟』

の
：5

^
に

比

：し

、て
：

.？

社
# -
的

禍

殃̂

發

钇

*:
か
る
技
到
れ
.を

馨

實

は：，，L
l
r
:
”

の

规

縣

舊

窗

：の

條

文

に
.徵

ず

る

：
も
^:
浐

命
®

®

の
a
的

は
.
獨

逸

靶

不

各

藝

な

：る

奴

爾

狀

態

お

()
'
解
放
6
<
_且

：っ
：人

類0
先
見
0
.脾
ふ
限
り
、
奴
«1
狀
難

の
.立
^
る
尊
を
妨
け
る
.か
*
气

狀

態

を

■
設
す
る
事
に
在
る
。
而
し
て
此

.主
喪
目
的
ば
、
先
づ
m

l
に
、
蜀
遨
の

©•
_

、
風
俗
を
用
ゆ
る
地
方
、
次
に
は
地
球
上
の
他
&
族
の
中
に
、
社
會
的 

> 
政
治
的
平
等
♦
自
由
、
市
.民
廳
德
*
.
: 

國
.民
の
.献

.1

を
&
說
し
柿
し
て
«
持
-す
る
r
5
Jに

0
て
0'
!
み
初
め
.て
到
達
.せ
ら
る
る
^
-の
で
あ
る
り
>と(

七)

o

該
同
®
の
理
論
的
指
■

者
は
.

'

及
び
.
.

T
h
e
o
d
o
r

 

s
c
h
l
r

で
あ
つ
•た
。，
而
し
5

同
泚
义
|
 

膦
I

f

て

『
4
J

命
者』

，；

D
e
r

 

G
e
l
e
t
e

 

-
が

v

l

s

y縮
輯
の
下
に
發
行
せ
ら
る
る
事
に
な
つ
^,
ホ
誌 

はi

兀
、v

c
l
y

の
希
f

a

s
侬
レ

、1

個
■

働

J

可
t

0;
で

あ

つ

：

而

も

事
l

i

i r 

者
に
.取
て
は！

巧

J

S

ョ
ー
ブ
的
I

.

S
る
可
き
W

I

I
て
、
決
し
|

?

:
レ
々「

リ
：ァ
£

|

|

 

■»
>益

解
 

I

代
表
す
可
き
、

 ̂

 ̂

 ̂

T 

0

0

S

0
 

0
^
0 

I

f

 

i

 

^

,
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
對
少
ロ
^
タ
ス
ア
の
對
立
に
對
し
で
求
於
颁
,
無
關
心
で
あ
つ
た
父)

。
：

「

韦
_
、
-麵

て

C0
も
^

^
 

がf

誌
に
執
筆
T

S

る
1

漸
5

 
ロ
レ
f

ァ
_

彩
を
帶
ひ
f

共
に
：4

方

I

I

 

s
c
r
s
t
c
r

 

e

'

s想
的
軒
2

m

义
遂
に
雨
者
は
本
誌
上
に
於
い
て
f

論
戦
相
見
ゆ
る
事
I

つ
た
。
而
し 

て

笨

に

夙

く

も

該

同

.̂
分
裂
0:
萠
部
は
藏
せ
ら
る
v
qfl
iVJ.

な
つ
た
の
.で
あ
を
。

蒙

S

H

七

九i

年
ラ
ィ
i

方
に
‘發

輝

せ

ま

,n 

V

I

&虜

の

影

響

.

f

て
ノ
ビ
？

、
ハ
ン
パ
ッ
パ
祝
祭
事
件
フ
ラ
ン
ク
フ
ダ
ト
陰

■

當

は

、：
ハ
ィ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
學
の
I
 

巧
身
を
以
て
ノ
之
に
_
坐
し
，
パ
_
デ
>
,政
府
£

練
せ
ら
れ
て
.
' ブ
ロ
グ
ャ
政
府
に
引
f

れ
4

中
、

i
 

ン
ケ
ン
•
.タ'
Iダ
の
町
で
"
J
Otr
*
l phldlpp Becker

に
救
は
れ
て
巴
里
に
亡
命
し
た
。

—

彼

は

l
i

s

や

B
r
e

の
I

的
感
情
的
社
會
_

を
_

し
、

.

三 

し
I

I

#

 

雜
誌『

S

S

學

G

e

l

l上
に
於
い
之
#

及
i

に
.

I
た
。
彼
以
f

ぐ

：
.

.

J

r麻 

5

人
は
財
-

f
保
全
す
可
&
榄
利
を
有
す
。
然
秦
れ
ば
財
產
は
無
用
の

も
の
？

。
各
人
は
、

I

f

 

f

 

物
を
勢
働
を
以
て
獲
得
す
る
の
權
利
を
有
す
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
貧
困
は
其
跡
を
絕
つ
I

か

る

可

し.
？

I

第
.I

 

I

 

I

I
墨

# 

' 

• 

I

叙

ソ



笫
“?:
怨

(

ゼ
八
ぎ
共
產
激
宣
言
前
史
の
ー
齣

 

：

第
六
號
 

加
六 

M
に
言
.ふ
.
. 

1 

; 

.

.

.

.

、

.
:
.

『

國
家
の
0:
的

は
一
切
の
市
！

g

並

に1

切
の
個
人
の
利
» ;
で
あ
.る
。
而
し
て
全
國
民
並
に
各
個
人
0

財

產

..は

此

最

高
 

H
的

を

實

現

す

る

.
#
段|-
.翁
ぎ
な
い
.。
、
か
f
の
如
ぐ

y
.
f
外
_
財
貨
V 

が
■
高
時
社
#
的
目
的
を
實
現
す
る
の
手 

段
.で
あ
る

な

ら
ば
、
其
ば
.社
會
の
處
分
す
可
き
も
の
で
あ

9
、
元
々
社
會

に
歸
餾
す
，る
も
の
で
あ
り
、
其
最
高
の
■
_ 

會
的E

的
に
供
與
せ
‘b1
'
る
可
さ
も
の
.で
あ
る
。
典
故
に
"
.
.社
.會
は
個
人
财
產
の
超
越
す
«;
か
ら
ざ
る
限
界
を
決
定
す 

可

き

桢

利^;
有

す
る

。
，而
し
て
此
權
利
無
け
れ
ば
社
#
に
對
す
る
何
等
の
保
障
も
"
社
#
的
因

：的

の

實

現

も

，不

可

能

,で
お
る』

を(

十
>
ノ
.
,
'
ー
 

.

.

.

:

'

'

:

-
 

- 

' 

. 

-

:

而
し
て
此
M-
W

ば 

> か
：；

の
：財

簏

：を

爆

て

、
各

人

が

法

律

に

：侬

て

倮

證

せ

ら

れ

れ

る
；財
產
を
tt
;t
に
享
受
し
、
處
分 

す
る
の
—
利

(<
>
な
す
ャ
ず
7
ネ
ビ
エ
'

|ル
流
の
見
解
並「

に『

人
權
社
1」

ロ 

Droits 

d
e

 

F
h
o
m
3
e

の
見 

解
ミ
何
等
栩
擇
只
所
無
ぎ
_
の
で
あ
る
。

'

;

ン
彼
が『

吾
人
は
勞
_
'̂
杯
ぜ
中
，
又
パ
ン

5:
も
有
せ
^』

を

#
が
た
肌
饑
宣
傳
の
^

*!
1
サ
し
«

*
は

一

八111

四
年 

の
リm

ン
及
'
.

S
a
i
n
t
-
M
e
n
/

に
行
は
れ
た
ブ
.
口
レ
.タ
リ
n
運
動
の
標
語
ミ
な
っ
た 

彼
が
未
だ
尙
ほ
階
級 

闘
敏
に
關
す
各
明
確
ゆ
る
站
解
を
有
せ
ず
，
寧

ろ

却

.1
:
.機
興
せ
ん
>
し
レ
0
、
あ
る
.ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ど
ブ

a

レ，タ
リ

K

の 

對
立
を
調
和
せ
ん
ど
努
め
し
事
は「

彼
が
"

リ
ヨV

、

マ
，
^
チ
^

タ
：丨
のH

.

場
勞
働
者
の
：窮
乏
は
i

特

別

.の

翻

芝
 ̂

a
做
す
可
ぎ
も
の
で
あ
っ
て
' 
決
し
て
被
抑
滕
階
級
の一

般
的
窮
•之
ど
看
做
す
能
は
ざ
る
も
のV」

言
明
せ
し
に
徵
じ 

て
も
明
か
で
あ
る
。

,
 

.

f
tは
依
れ
ば
さ
‘政
治
自
办
li
,
'̂
.然
社
會
平
等
•を
'撤
ら
t-
も
の
で
あ
つ
で
.、
之

i(
l
>實
現
の
方
法
は
®
 • I

は

、！
贫

因

者

玲̂
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
*
^
*
^
^
^
^
^
^
^

、.._3Ksusilm3>iimAlultŵl<aTJBgsaB1ilaaaBMmsasiBsiBsmaMiMJBiiT

國
S

U
勞
f
す
る
能
力w

希
夢
を
有
ず
る
市
.民

に

充

分

な

；
る
：
生

®.
齋
料
を
保
瞪
す
；

o

で
あ
ら
K

 

丨

一
A
1
1
I

五
年
闽
月
彼
は
怫
關
西
政
§

命
に
侬
I

f

 

#追
放
.せ

ら

れ

ア

，
グ

ル

I

 

i

t卜」

， 

利
逸
手
工
業
者
達
も
亦
聯
爽
義
會
ょ
り
、
巴
里
を
.去

杰

可

き

命

合#
受
.け
.な
^

る
が
是
等
の
事
實
は
却
て『

“J 

命
者
P
党』

に
於
.け
る
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
耍
素
を：

釀
成
ず
る
は
與
：て
.力
あ
る
，に
過
ぎ
な
か
つ
^
。
駐
佛
ブ
ロ
シ
ャ
大 

使
I

麗

『

£
命
者
j

s

:め
に
抗
議
を
提
起
じ
た
が
結
：周
、
纖

な

ア

ゲ

ナ

ス

人

な

るs
a
v

 

E
h
l
t

が
、

形
式
.上
、
鋳

の

任
S
-る
齊
で
鳧S

い

た

今

實

際

に

於

s
c
h
l

 

s

l

e

l

t
當

气

1
K

三
六
年
同
誌
廢
刊
0
時
迄
U
:及
ん
.だ(

屮1
)。

，
 

：
：

〜

 

ノ 

n
mこ
t

:
該
陏
盟
に
.は

フ

マ

レ

言

ア

の

讓

が

警

導

蒸

^̂

?

{

*

フノ

シ

.ソ
^
亡
命
者
は
讀
次' 
該
间
盟
ー
ょ
气
姿
を
；：消
ず
に
.至
：：4
、
愛
に
該
同
览
は
、
.J
て
、
ブ
ロ
レ

命
、者』

S

に
於
い
て
、

^
 

 ̂

K 

^

^

 

f

 

a
o
. 

s
c
h
l

で
I
.た
。
彼
は
元、
.ギ
ョ
ツ
チ
.

 ̂̂

1

1

1

1

 

5
ョ
ツ
的
着
ょ

I

發
し
た
り
t
が
、
»
て
•
自
i

プ：

取
：.

x

タ

I

的

議

並
I

I

I
主

義

霞

影
#

I
け
T 

. 

I
 

民
主
主
義
者I

つ
た
。.彼
は

機

觀
.

『

s

s

^
 

v
l
e
r

爲

I

交

、
、

1

八
：

m

五

年
I

#
 

S後
：は
、
，f

代
I

、
籑

上『

亡
命
者』

：誌
0;
:編
轉
|

ひ
、
鬼
つ

I

I

I

.
 

f
 

I
把
る
に
到つ
た
。
，
爾
來
該
機
關
誌S
命

者』

ば
、
‘奮

上

、
最
初
の
獅
逸
勞
働
者
新
聞
ビ
化
し
.而
し
て
、

婼
■ニ
屮
翁.：(

七
八
s
. 

:第
|
 

'七



:
第

二

十

海(

七
八
八

)

dh
ハ
箝
騰
宣
首

^
5
^

の
1

»

第六號;
九
八

該
同
盟
も
亦
獨
逸
デ
ロ
レ
タ
リ
ナ
0

康
初
の
'大
な
、る
社
#
主
義
闺
體
ビ
な
芩 

j 

li
f
e
.
^
ff
i

m
上
に
於
い
て
は
、
，
サ
.ン
v

‘
v
モ
ン
及
びs

i
s
i
n
d
i

の
：敎

義

を

祖

述
_

衍

す

：
る

者.で
あ
る
が
、
實
際
上
に 

於

い

で

は

巴

里

並

に

リ

ョ

、ン
に

.於
げ
る
佛
蘭
西
ズ>

 

レ
タ
リ
ア
の
鬪
爭
に
啓
發
せ
ら
れ
じ
所
類
る
大
な
る
も
の
♦か
あ 

つ
た
？
資
本
主
義
生
裔
方
法
.に
對
す
る
彼
の
批
評
.は
多
く
の
點
に
於
い
て
シ
：ス
：モ
.シ
デ
に
據
づ
.允
も
の
で
あ
る
^

プ
ロ 

V

タ
リ
ア
解
放
の
經
濟
的
條
#:
-
に
_
す
る
'彼
0
見

解

は

遙

か

に

小

，
ブ

^
ジ
へ
ョ
ヮ
’的

社

會

改

良

家

の

域

を

腕

じ

て 

ゐ
た
。
加
之
吾
人
の
51
に
驚
異
に
値
す
可
&
は
ル
糖
が
晚
に
ア
^

,
ス
^
.階
級
聞
骄
說
並
に
«
物
史
觀
ど
極
め
て
類 

似
の
見
解
を
表
侦
せ
し
0
み
な
ら
ず
又
其
社
會
改
良
策
の
姐
き
宛
然

,
ィ
•
ブ
ラ
ン
.及
び
ラ
ッ
サ
々\

を
#
憾
せ
し
び 

可
き
も
の
が
あ
る
5
言

ぶ

舉

で

あ

，る0
:彼

の
«
本
1
想

は

其

論'文

華

0
€
& 

e
i
i
:
.
R
e
p
u
b
l
i
k
a
n
b
r
s

 

(
p
e
l
c
s

 

cTun 

R
e
p
u
b
i
i
c
a
i
n
)
.

に
於
い
て
之
を
窺
ふ
®.
が
出
來
る
。
本
#

の
'論
.交
は
元
、「

雛

誌

r

e命
者』

に
發
表
せ
ら
れ
た 

る
.も
の
：で
あ
'る
が
、'I 

.八
三
五
年
收
錄
せ
ら
れ
て
前
記
檩
題
の
下
に
公
刊
せ
ら
れ
た
：も
の
で
あ
る
。

彼
ば
人
銪
の
平
等
に
_
を
.起
し
;>
而
し
て
階
級
的
立
_法
0
行
は
る
る
魂
行
社
會
組
織
ー
に
於
い
て
は
、
之
が
實
現
の 

到

成

不

可

能«
に

璐

す

る.所

以

を

論

じ

ヤ

：日
'ぐ『

一
方
に
於
い

V
.

弱
考
に
對
す
る
強
者
、
勞
働
者
に
對
す
る
親
方
の
攻 

»
同
盟
を
神
猶
視
し
具
つ
保
雄
す
る
ビ
典
に
：他
方
に
於
.
.い
て
强
者
に
對
す
る
弱
者
、：

親
：方
に
»
す
る
勞
働
者
の
防
禦 

同
盟
奢
永
久
0
刑
罰
1
鱗
し
.て

、

追

窮

：、

迫

害

す

る

％

如

&
法
#
の
行
味
る
る
所
に
，
.果
じ
て
平
等
は
行
は
へ
る
る

で 

あ
ら
ぅ
か 

> 
见
b
v
.
'
又
、一;

方
一
に
.於
：い
ザ

の
^
配
渚
允
ら
し
め
る
に
反
し
、
他
方
"
無
產
，者
を
し
て
世
々
末
代
迄
も
、
政
治
的
、
從
つ
て
社
#
的
ブ
ロ
レ
タ
リ 

ア
•农
.る
可
，{
運命づ，匕

」る
：.

が

如

の

行

’は
る
、

':所

に

果

：
し
；
て

氓

.等
は
存
在
す
.石
‘
で

ゐ

ら

 

>フ
か』

ミc

十
二：
>,

°

I

I

明

し

て

ゐ

る

而

等

彼

に

依

&

、

I

I

O

T

^
 

:. 

{

&
は
又
資
本
對
雪
の
階
s

s

對
じ
て
風
s

彼
な
i

歷

を

懷

抱

し

て

ゐ

た

.
。

W
ち
彼
次
一
ヶ
こ
於
、
.て

1

枭

大

す

る

' 
何
ど
な
れ
は
’距

離
•の
短
縮
、
：交
通
の
敏
速
I

:
る
に
連
れ
て
、
土
地
は
人

口

稠

密
ビ
f

產

i

す

气

I

資
I

I

、
生
I

I

競
i

之 

て

; i
I

I

價
格
は
I

す
る
o
.之
I

に
8

赢

|

す
る
，
：；總
5

1

的
利
福
の
破
婪
豫
：想
す 

ゝ

I

霞

S

S

つ
て
、
限
I

ぐ
、
飽
く
事
な
し
，
貪
1

4

頭
し
f

一
 

つ 

1

4

”

即
4

本
之
I

る
。
資
本
S

人
の
f

の
成
果
.で
あ
る
。
そ
れ
ば
幾
g

產
I

勤
f

洗
練
せ

で
あ
る
-
其
S

會
的
組
合
I

ゅ

る
f

 

i

ゅ
^

I

飢

饑

县

f

の
新
し
き
I

ど
な
.
.る
。
か
く
し
1

現
今
l

l

ri
;
の
下
に
於

い

5

、：

產
t

ii
f

l

 

技
雜
に
於
け
る
I

 

|

步

は

龜

、
豐

の

利

福

輩

化

：に
於
け
I

f

 

I

す

る

事

し
る

r

 
’

:
議
は

扨
措
气
工
業
都
市
I

け
る
企
I

の
手
中
ほ
基
大
S

I

速
I

套

.

i

n

l

l

第
二
十
卷(

七
八
九)

：

共
產
鎏
尊
前
史0
1■爾 

丨

 

.

1

.

第

六

做

九
九



纸
ー
i;
怨

(

七
九
9

北ハ康
1 :
筆
前
史
.の
！. 

，
 

第
六
號
.

1
0
0
:

的

に

：勞

働

者

の

勞

働

カ

並

(:
:
勞
.銀
を
任
意
に
處
分
.す
る
た
办
に
，
#
業
氣
に
侬
0
セ

，
巧
に
利
^

.

家
ば
撕
ぐ
て
#!
た
る
*
力
を
刺
用
し
p
>
.勞
鐵
額
を
可
及
_
に
贬
下
^
、

且

づ

絡

働

時

間

を

極

端

に

延

長

す

'る

 

<
言
：
 

ふ
事
ば
自
ら
明
か
で
あ
&
1耳

つ

叉

：雜'て
ゆ
エ
業
.都
^
の
滕
史
:̂
證
明
す
る
處
^
あ
'る
0十
2:
^
^
^

1

^
階
級
0
存
鑛
は
現
行
國
象
め
«

成
要
素
1
土
地
所
食
"

■資
本
§
_
用

、
.
民

法

々

產

業

紐

織

 

> 
財
政—

ど
相 

容
れ
な
.い
。
是
等
總
.て
の
も
の
み
目
的
な
某
-

#
阶
結
果
ヾ」

し
て
、
'國
富
ば
#

_

の̂
年
ヂ
に
罾
«
せ
ら
れ
、.
總
て 

の
他
の
無
產
者
の
地
位
に
贬
す
事
S
な
る
。
璐
分
0

*
_

&

>
帳
#
令
雜
貨
店
!̂

、
詰
ら
ぬ
>
喜

な

き

生

活

を

し

.て 

, 

ゐ
る
、
幾
百
蹲
の
手
X

業

者

敗

、

不

觀

な

工

業

で

"

窮

乏
過
‘勞

.の

た

め

に衰
弱
し
■て

ゐ

る
,

*
し

て

彼

等

に

は

：‘、 

獨
立S

事
業
^
營
ひ
鐵
#

あ
る
だ
ら
ぅ
が
"
然

り

、

彼

，等

に

は
■
@.
な
る
靑
年
時
代
の
欲
辍
を
滿
足
せ
し
め
、
且
溶 

後
の
窮
乏
を
免
れ
る
だ
け
.ゆ
所
得
を
得
る
^
み
が
あ
る
で
れ

^
,

K

加
？
新
な
る
富
0

_
を
迪
ん
％

の
は
唯
甯
者
あ
る 

の
み
で
あ
る』

ビ(

十
四)

，

：

.
‘

.

'

:
 

•

資
本
の
集
中
、
增
殖
:̂
共
に
，
有
齑
者
«'
益
？
富
«
迖
ゆ
が
>

之
に
5:
し〗

て
>

無
產
者
の
'地
位
は
愈
く
窮
乏
，
劣 

惡
に
趨
ぐ
。
而
し
て
.其
必
然
：

i

結
果VJ.

し
て
，
啻
に
社
會
は
有
齑
階
級VJ

無
產
階
：級
S
に
區
劃
せ
ら
る
る
の
み
な
ら 

.
ず
'亦
是
等
兩
階
級
の
對
抗
は
愈
i
其
嶼
嚴
の
度
を
加
ふ
る
に
到
る
。.

5

&

|

9
夙
ね
這
般
0'
泔

.息

を

傳

ぇ

て

餘

蘊

な 

し

。
此g

恰

も>

 

グ
ク
ス
叹

『

淑
產
黨
宣
言

』

の
所
論
を
想

.起
せ
じ
む
ふ
0
以
爲
ら
：ぐ

.

.

T

兩
階
級
の
對
立
は〔

逐
1

益
ん
萁
度
を
加
え
る
。
面
し
て
：酿
隈
級
ど
は
、

マ
方
、
只
管
消
®
す
る
の
み
に
て
何
^

を
も
生
渐
す
ふ
事
な
き
有
產
者
階
級
、
他
方
に
於
ぃ
で
總
で
の
物
を
生
產
し
乍
、ら
常
に
窮
敬
せ
る
無
淹
漭
階
級
即
ぢ 

之
で
あ
.る』

を
/̂'
十
五)

。
、
：
.
，

..

.
1莫
彼

は
询
ほ
未
だ
、
近
世
的
桉
術
に
依
て
制
約
せ
ら
れ
、
不
斷
:{
:
增
大
し
行
く
大
生
產
の
中
に
、
靡
史
的
に
必 

然
袖
匁
る
、
協
同
生
產
へ
の
進
化
過
程
を
認
'沖
す
、
' 尙
ほ
：依
然
ビ
し
て
、
理
性
V
JJE
義
の
上
に
立
論
し
て
ゐ
た
が
併 

し
爾
時
に
又
フ
P
, 

Vタ
リ
ァ
の
腧
琊
的
權
ヵ
年
段
を
倚
ん
で
> 
阔
家
の
補
助
あ
ぶ
生
淹
的
龃
合
を
通
し
て
聯
合
を
設 

立
せ
ん
事
を
耍
求
し
た
の
で
あ
る
P
;

彼
の
提
唱
せ
し
社
會
改
良
の
實
際
的
計
輋
は
>

勞
働
者
を
結
合
.し
て
、
國

家

.0
修

助

に

.依

る

生

產

組

合

を

組

織

す 

る
事
で
あ
1
た
~
國
民H

場
の
建
設
即
ち
之
で
あ
る
"
彼

に

侬

れ

：ば

此

組

織
W

今
日
、
機
械
並
に
X
埸
に
於
い
て
、
 

人
類
を
‘酷
使
し
て
滅
亡
に
向
は
じ
め
つ
^
あ
る
無
限
の
カ
を
磐
:1
て

•—
•
般
的
利
福
の
た
め
に
靜
る
唯
一
の
丰
段
で
：：
 

あ
.る
。
彼
は
_
家
が
此
國
民H

.

場
に
# )

し
て
必
要
な
る
資
本
を
融
M
す
可
&
寧
を
.要
求
し
ね
。
蓋
し
彼
に
依

れ

ば

、 

國

家

，
の
，
義

務

は

總

ゅ

る

方

法

を

.講

じ

て

市

民

の

利

福

.を
ft
る
：
事'で

あ

：
ヶ

，

國

雜
に
侬
つ
て
增
大
せ
必
る
る
も
の
で
あ
\

人
_類
0
幸
福
に
資
す
る
事
は
國
家
砂
自
■
機
能
で
あ
る
か
&
で
あ
る
W
O 

彼
の
此
提
案
は
、
後
年
ル
ィ
•
ブ
ラ
シ
及
び
.才
ッ
サ
ル
レ
が
提
唱
せ
し
國
民
エ
場

.，，ateliers 

l
i
o
n
a
u
x

こ

吃

,:
生 

產
組
合
を
劈

#
せ
.し
.む
-る

。
..：

 

»

彼
に

.依

れ

，ば

、.
#會
間
題
の
平
：和
的
解
決
を
國
家
に
觉
め
て
.％
_、
.
.國
家
.が
之
を
容
れ
な
い
_事
は
勿
論
.で
あ
る
。
又 

フ
t

H

の
如
ぐ
ブ
ロ
レ
タ
ッ
ァ
の
解
放
に
必
耍
な
る
_

«
を
1#
愛
的
慈
善
家
に
5«
]

#
す
る
'事
は
«
勞
で
あ
る
0

M 

處
で
彼
は
ラ
.ジ
ザ
ル
1<
の

如

ぐ

富

者

：の

理

智
^
訴

へ

：
、
：
其

反

省

.を

促

し

た

。
':
彼

謂

；
へ

.
『

諸
®

が
资
協
て
ぶ
1

^

^

miz
m

囘
し
て
V
此

迄

ミ

等

し

ぐ

、

國

民

の

.謙

讓

な

る

：歎

願
.化

對

し

て

、

.暴

力

を

以
 

て
：答

へ

ら

れ

名

な

ら

ば

、

猫

«

決
^

て
國
民
0

た
办
に
哀
し
ま
な
い
。
何
ミ
な
れ
ぼ
國
^

の
如
趣
は
決
し
て
滅
び
る

笫

二

屮

卷C

七
九
I 

V .

共
逄
撚
宣
言
前
史
の
ニ

雜
-; 

第

六

號
5
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焫fl

十

卷C

七
九
5

共
#
露
宣
言
前
史
の1.

贿 

S

C铖

. 

一o
ニ

も
の
で
は
な
い
か
&
?
:私
は
寧
ろ
諸
君
自
身
の
た
め
'に
悲
し
む
:0
か
く
て
.諸
君
は
諸
君
：の
滅
亡
を
欲
す
ら
れ
だ
も
の 

'で
あ
が
、
.
而

し

；て

繼

て

滅1
|の
厄
に
遭
ふ
で
あ
ら
ぅ
,
諸
君
が
社
會
改
良

と
'
,欲
：し
.な
：い
.な

ら

If
®
代
り
に
社
會
革 

命
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
&
ぬ
事
ミ
な
る』

：
ビ
。
而
し
て
彼
は
V
:
:ョ：
ン
.
0
:絹
織
エ
：の
關
聲
を
以
て
亡
命
の
格
言
ど
な 

し
、
.
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
闕
聲
？
な
し
*
。
日
ぐ 

雾

働

，に
依
：て
利
福
を
享
ぐ
る
か
，
將

、
：戰
.つ

十

殪

れ

.：々
 

▲

饰

に 

Charles 

A
n
d
i
e
r

 

が

其

著，，
L
e
g
a
n
i
f
e
s
t
e

 

c
o
m
m
u
n
i
s
t
e

 

d
e

 K
a
r
l

 

M
a
r
x

 

et 

F* 

Engels. 

Introduction 

histrique 

et 

\

8

m13
e
t
a
i
r
%

に
於
い
て
指
摘
せ
る
が
如
ぐ

J

#
に

依
A

v
表

：明

せ

ら

れ

し

思

想

(

一)

階

級

_

爭

の
 

舰
念
，0(.Ii)

資
本
集
中
の
觀
念
、
9

ー)
、
累
進
的
無
產
化
0

_
論
>:(

四
}政
治
i

:
並
は
ft
會
革
命
の
a
論
、(

五
，

) 

國

：民

工

場

の

設

立

、

等

の

風

想

：が

，

>
，ル

ク

ス

の

『

共

產

黨

宣

言

』

の

根

本

思

想

ど-
脈
，の
靈
»
相
通
：す
る
も
9
:あ
る
：：
 

を
想
へ
ば
，『

共
產
主
，義
：间
盟』

の
»
芽

は

夙

ぐ

も

此

時

旣

，に

胚

膽

せ

ら

れ

し

も

の

で

あ

，る

«

な
い
9

七
：}。
其
故
'に
縦
令
彼
が
後
年
の
社
會
主
義
理
論
家
に
直
接
影
響
を
：與
ぇ
な
か
つ
た
き
す
る
も
而
も
彼
の
地
位 

を
決
し
て
輕
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
：
.

.

. 

:

由
是
觀
之
、s

c
h
l
'

 Q

敎
義
ばr

.

尙

ほ

國

家

：主

義

的

急
*'
主
義
‘を
®
守
せ
し
；
v

-s
e

f:

の
思
想
に
比
す
れ
ば 

寧
ろ
隔
世
の
感
が
あ
る
事
は
論
を
俟
た
な
い
當
時『

亡
命
者
は
.匿
名
の
自
曲
に
®
す

る

論

，
文

.
に

於

い

て

言

ふ
 

.

『

い
：ざ
、
吾
人
は
味
方
ざ
敵
の
前
.で
公
然
躑
明
す
る
、
民
衆
を
.観
牲
-に
.し

て

，

最

近

：の

瀝

典

に

幸

運

を

齎

し

た

政

府 

や
、
想
法
の
入
替
を
す
る
茶
®
狂
言
は
吾
人
の
^

V」

す
る
所
で
は
な
い
。
菩
人
の

0
的
は
其
れ
以
上
で
あ
る

。

人

を 

_
著
す
石
事
は
、
.
.善
か
れ
、
惡
炉
れ
、
吾
々
の
性
質
に
は
合
位
な
；い
事
で
あ
る
か
、ち
、
今
、
明
.臉
6
、
明
言
し
て
®

剪̂

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
!
^
"
^
^

T
M
IMMMiMsfiiMlliyiiilM

I
?

パ-

く
、
目
的
は
、
勞
働
漭
階
級
0
徹
脱
的
な
社

#
的
、
政
治
的
解
放
に
在
る
事
を』
VJ(

十
6
。
此
®
名
論
文
が
，Schuster 

の
锥
に
な
れ
ろ
事
は
言
ふ
を
俟
た
な
い
。
愛
.に

又s
c
h
.
f
r

 

V」

く
3

&

€

7と
0.
思
猶
相
遠
を
明
か
：
ト
看
取
す
る
亊 

が
出
る
。
彼
等
の
間
に
存
す
る
此
思
想
的

*
渠

は『

亡
命
者
同
脱』

全
'#:
'
貞
の
俎
想
的
分
.野
を
代
表
す
る
も
の
で
あ 

K

Tf
l
iし
て
愛
仁
夙
く
も
，同
盟
解
體
の
挪
茅
は
藏
せ
6
れ
た
，
鱗
に
述
べ
し
が
如
ぐ

v
e
l
y

の
巴
坦
退
去
後
，
該 

同

盥

はS
c
h
u
s
t
e
r

の
社
會
主
義
的
敎
義
k
難

く

浸

潤

せ

：ら

れ

じ

事

は

論

：を

俟

た

な

い.
が
、
同
盟
本
來
の
因
的
た
仏 

共
取
主
義
的
國
家
昶
織
を
實
現
せ
ん
と
の
政
^
的
見
©
は
決
し
て
消
滅
し
去
つ
た
譯
で
は
無
ぐ
、
依
然
牢
乎yj
し
て 

侮
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
が
め
つ
た
。
加
之
，*
絕
對
服
從
を
强
ふ
る
同
明
辱
の
力
ル
ボ
チ
リ
的
鈕
織
は
實
際
k
於
い
て
遵 

守
せ
ら
れ
ず
、
旣
に
一
‘八

三

六

年

中

央

委

眞

會

た

；る

' Br
e
n
n
p
l
m
k
t
.

と
同
盟
會
員
ど
の
間
に
|1
1
齣

を

生

す

る

事

-
、/し
な 

つ
た
の
で
あ
る

.。
是
等
の
事
情
が
同
盟
の
分
裂
を
促
進
せ
し
主
凼
^
な
つ
た
事
は
論
を
俟
た
な
い
。

1

A

H
六

年Schubter 

u『

T!
:
命
潜
同
-'
®』

の
會
員
中
、
r
je:
志

を

问

ぅ

す
^-
^

乾

と

共

に

該

向

脱

を

脫

退

し

て
 

同
年
同
じ
く
、
巴
3
1に
、『

義
人
同
1[
|
1

』

，，
«
0
3
:
td
目 d 

d
e
r

!oerechten、
，，
L
a

 

F£
ル ration 

des 

Justes-

を
組
織 

す
る
事w

な
：つ
た
リ
後
年
彼
は
1

A
四

ニ

年

十

一

月

二

十

四
！：n

附
、
當
時
ラ
ィ
ン
新
聞
の
編
輯
者
た
り
し
マ
ル
ク
ス 

に
宛
て
た
る
#
筒
中
に
"
該『

C
命
者
同
盟』

脱
退
の
經
緯
を
述
懷
し
て
、謂

ふ『

私
は
、
私
が
數
年
前
迄
こ
f

結
社 

の
' 脅
員
で
あ
つ
た
事
を
^
む
考
は
毛
®
あ

り

ま

せ

ぬ

。

同

結

社

：，は

其

目

的

に

於

.い
て
？p 

•
其
：方
法
に
於
い
て
も
IE
#
 

.の
遨
を
缺
い
て
ゐ
た
事
を
知
.て
お
々
.ま

す

。

私

は

其

事

を

威

付

く

や

杏

や

、

直

も

に

自

分

の

肴

で

：は
：同

結

«:
を

根

本 

的
に
改
造
し
て 

一：

0
の
秘
密
：結
社
か
ら
公
開
的
の
宣
傅
結
社
ビ

藝

ん
4
努
め
ま
^

^
。：
乍
併
斯
樣
k
改
革
す
.る
^
 

の
到
底
不
可
能
な
る
事
を
納
得
し
だ
の
で
、
此
結
#
炉
ら
脫
退
し
だ
：の
で
あ
り
ま
す
1

?(

十
九
>。
ニ

第H

十

翁

(

七
九
§

共
畫
.宣
首
前
史
のI.

齣 

第

六

铖

】

〇
H



第
一1

十

涵

(

セ
九
四)

共
鹿
激
宣
言
前
&

の
ニ
齣
：
 

笫
六
戬：

1
0

四
.

;'
:
:ー
八
四
0
年
ブ
TJ
シ
ャ
贫
靡
が
ブ
レ
ー
メ

ン
、

4
ル
タ

^

、：
.ナ
ッ
サ
ク
、

•フ
ラ
ン
ク
フ
ル

—

及
マ

ィ
ン
ツ
等
の
同 

a
s
*吏
部
の
所
在
を
嗅
ぎ
う
け
て
ノ
；之
を

0

0

せ
し
頃

R

は
本
[ a
s g

は
®
だ
空
し
き
形
骸
の
み
ば
な
つ
て
ゐ
た
。
其 

故
は
、
此
同
诹
は一

八
三
六
年
.
'

Sell

反t
e
r
.

ー
味
の
.脫
退
の
後
倚
ほ
存
績
し
た
の
で
ぁ
る
が
、
實
質
的
に
は
1

A

H 

六
部
^
以
て
終
熄
せ
し
も
の
^
見
ふ
可
&
で
ぁ
る
。
.(.一:

五
9
五
、

一

五
.

)

ン
：
 

‘
;
',
••
.
 

未
'定

稿
;

.
附
/■
首

-.
.
 

- 

.:■
'
=
.
'

. 

\ 

:

ン

：

3:
.
亦
，稿

は

、

正

鞔

#
同
盥
並̂

共
靡
主
栽
者
同
盟
：の
见
的

-考
察
^
共
に
拙
稿『

典
淹
篇
值
首』

前
史
か
形
成
ヤ
る
も
の
な
る
が
今
は
諸
秫
の
推
情
じ
ょ

り
I

s
を
_

す

る

せ

々

淺
f
 
|

は

箄

他

"
基

等

羞

でf

°
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v
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A
n
d
J
l
e
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亦
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：

い
o
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嫌
请
t
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殼
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